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↓愛川高校和太鼓部OBOG 

主催：笛と太鼓の国際交流フェスティバル実行委員会（委員長 諏訪部勲）  

共催：ロシア連邦サハ共和国青少年太鼓集団「テティム」 

後援 ： 神奈川県 まちづくりネットワーク愛川 

協力：神奈川県立愛川高校/和太鼓部／卒業生ユニット「打縁」 

国久頴子 棚沢太鼓保存会 中津川仙台下クラブ 愛川町自然観察会  

春日台タウンカフェ  イーグル・アフガン復興協会 モンゴル・ブフ・クラブ    

  企画制作 ： NPO法人ユーラシアンクラブ・愛川サライ 

サラバンラマ 

日時；2015年８月１日(土） 

開場午後１時半 開演午後２時 

場所：愛川町農村環境改善センター 

チケット代金：無料 入場は申込順 

申込方法は裏面参照 

半原行き田代坂上バス停徒歩15分 

問い合せ先 

ＮＰＯユーラシアンクラブ・愛川サライ 

住所：愛川町中津6314-1 

電話０４６－２８５－４８９５ 

ＦＡＸ０４６－２６５－０１６７ 

０９０－３８１４－５３２２（大野遼） 

paf02266@nifty.ne.jp 
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入
場
料
無
料 サハ共和国青少年太鼓集団「テティム」 

オリギルマ 



 

愛川町の中津川の地下

洞窟から姿を現した 

江ノ島妙音弁財天 

アジア・シルクロード音楽フェスティバル入場券・寄付申込書 

氏  名  同伴者お名前、人数 ※振込先：相愛信用組合中津支店 普通０１２

８１９０  ＮＰＯユーラシアンクラブ 愛川サライ 

※ 寄付をしなくても申込できます。どうぞお申し

込みください。・FAX：046-265-

0167、paf02266@nifty.ne.jp 

◎チケット代金無料     大人  枚     
小・中・高生 

        枚 

電話 ・ ファックス （    ） メールアドアレス  

↓（地図）サハ共和国、ネパール、モンゴルと日本 
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テ
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サ
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と
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。
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鮎
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す
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」
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。 

【中津川弁財天音楽祭ー笛と太鼓の祭典ーアジア・シルクロード音楽フェスティバルの特色】 

① 2010年から始まり、今年で6年目。ロシア連邦サハ共和国（トルコ系民族サハの国）の太鼓文   

 化再生に協力し、愛川高校和太鼓部の武道場を借りて、元鼓童のトッププレイヤー金子竜太郎   

 氏の指導を受けて継続。今年から年二回（春と夏）、10数人の青少年が来日し和太鼓研修が  

 続いている。音楽祭は、研修成果の発表と地域の和太鼓団体との国際演奏交流を行う。 

② アジアと日本の伝統音楽の基礎が、雅楽や祭り大鼓で知られるように「笛と太鼓」であることか 

 ら、笛と太鼓の完成度の高いプロのミュージシャンの演奏も聴ける音楽祭を志向してきた。 

③ サハ共和国が伝統音楽文化の復興に協力するだけでなく、日本の地域の祭り大鼓の振興に 

 も取り組み、今年2月から6月にかけて、愛川高校和太鼓部卒業生ユニット「打縁」（代表綱島健 

 司）が八菅神社への奉納大鼓（「八菅太鼓」）の復活に、60年ぶりに挑戦。成果を披露する。 
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